


＜ ３．１１あの日を忘れない・・・＞

｢ 個展に寄せて ｣ 橋 本 栄

　2011年3月の東北大震災そして原発事故から

3年になろうとしています。

   私の故郷の福島は、あの日以来大きく変わりま

した。大地震の被害とともに未だに解決の見えな

い原発事故の恐怖、不安、風評被害・・・ そんな中で

妹家族や親族、友人などが今も暮らしています。

農業、漁業、観光業をはじめ様々な産業もダメージ

を受けています。

　私の故郷は、小野町という原発から40ｋｍくらい

の所にある町ですが、爆発直後、いろいろな話を

聞きました。家族を車に乗せてとにかく遠く離れ

ようと新潟の方に逃げた知人、寝たきりの老いた

母親がいるためどこに行くこともできなかったと

いう親族、二人の小学生がいるので横浜の妻の

実家に避難した隣人、避難するといっても行くと

ころがないから不安でも家の中でじっとしている

しかなかったという近所の年配の方などいろいろ

です。

　
  今回展示の中心にした作品６点は、そんな話を聞く中で心に浮かんできた、必死に子どもや

家族を守ろうとする親の姿や途方に暮れる老人の姿、取り残された動物の姿、住むことができ

なくなった町などを描いたものです。

　福島はもともとのどかで、自然豊かで心も和むような景色のたくさんある、ほんとにいい地域

です。遠く故郷を離れて暮らすようになってからよりそのことに気づくようになりました。

　毎年お彼岸やお盆には帰省していますが、小野町では

そのような状況の中でも一昨年からは夏祭りなども行わ

れるようになり、表面的には少しずつ元気が出てきている

ような印象も受けます。友人などの話にも、困難や不安の

中にあってもそれに負けずに生活をしていこうとしている

地元の人たちの力強さも感じています。　しかし、これから

も困難が続くことも事実です。　

  一日も早く、もとの姿に安心できる故郷に戻ってほしいと

切に願っています。
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